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関数 f(x) = log(x+
√
x2 − 1)（x ≧ 1）およびその逆関数 g(x)（x ≧ 0）のグラフを

それぞれ C1，C2 とする。

(1) C1上の点 (a, f(a))における C1の法線 ℓ1と C2上の点 (f(b), b)における C2の
法線 ℓ2 とが平行であるとき，aを用いて bを表せ。

(2) 点 (g(1), 1)における C1の法線 ℓと曲線 C1および x軸とで囲まれる図形の面積
を求めよ。

(3) 点 Pが C1上を，点 Qが C2上をそれぞれ動くとき，線分 PQの長さの最小値を
求めよ。


